
ヘ
ー
ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ
系
儀
軌

に
み
る
灌
頂
 
(
島

田
)

ヘ
ー

ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ
系

儀

軌

に
み

る
灌

頂

島

田

茂

樹

イ

ン
ド
後
期
密
教

に
於
け

る
灌
頂

は
、
内
外

の
諸
学
者

の
研
究
に
よ

っ
て
、

そ
の
概
要

を
少
な
か
ら
ず
知
る

こ
と
が

で
き

る
。
従

っ
て
、
本
稿

で
は
対
象
を

へ
ー
ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ
系
儀
軌

に
限
定

し
、
概
要
を
把
握

し
て
他

の
無
上
喩
伽

タ
ン

ト
ラ
系

と
対
比
を
試
み
、

加
え

て
、
灌
頂

の
個

々
の
段
階

に
於
け
る

へ
ー
ヴ

ァ

ジ

ュ
ラ
系
独
自

の
灌
頂
法

の
詳
細
な
所
説
を
も

っ
て
、
思
想
並
び
に
作
法
を
比

較

・
検
討

せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

そ
の
結
論
に
対
し

て
、
直
接
関
与
す
る
事
柄

は
灌
頂
自
体

で
あ
り
、

基
本
構

造
は
他

の
無
上
喩
伽
系
も
含
め
、

す

べ
て
同
様

に
、
「
四
種
灌
頂
」

の
形
式

を

と

る
。
即

ち
、

(
1
)
瓶

(
k
a
l
a
 
a
l

)
或

は
阿
闇

梨

(
a
c
a
r
y
a
 
s
l
o
b

d
p
o
n
)
、
(2)
秘

密

(
g
u
h
y
a
 
g
s
a
n
-
b
a

)
、
(3)

般

若

智

(
a
f
s
a
l
 
s
e
s
-

r
d
b
-
y
e
-
s
e
s

)
、
(4)
第
四

(
c
a
t
u
r
t
h
a

・
b
s
h
i
-
p
a

)
或

は
言

葉

(
s
a
l
f

m
n
o
n
-
d
r
j)

の
四
種

で
あ
る
。

こ
こ
で
、

ま
ず
本
題

に
入

る

前

に
、
実

際

の
灌
頂
が
執
行
さ
れ
る
前
段
階

に
於

い
て
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
踏
む

べ
き

順
序

に
し
て
不
可
欠
な
る
も

の
、
所
謂
、

マ
ン
ダ

ラ
造
壇

に
少
し
触
れ

て
お

こ

う

(
な
ぜ
な
ら

ば
、
s
l
f
s
g

著

に

よ

る

『
H
e
v
a
j
r
a
t
a
n
t
r
a

』

の
注

釈

・

『
H
e
v
a
j
r
a
t
a
n
t
r
a
 
p
a
d
m
i
n』

・
北
京
版

・
五
三

巻

・

N
O
.
2
3
1
1の

『
H
・
T
,
 
I
-
X

』

に
該
当
す
る
箇
所

に
も

「
灌
頂
は
ま

た

マ

ン

ダ

ラ
と
懸
け
離
す

こ
と

の
で
き
な

い
も

の
で
あ

っ
て
…
…
」

と
あ

る

故

に
)
。

例
え
ば
、

造
壇

の
方
法

(
土
地

の
選
択
、

測
量

…
…
等

)
は
、

『
甕
咽
耶
経
』

等
初
期
密
教

よ
り

の
伝
統
的
な
作
法
を
継
承

し

て

い
る

と

い

っ
て
よ

い
。
た

だ
、

マ
ン
ダ

ラ
が
描
か
れ
る

べ
き
場
所
の
候
補

地
と
し

て
、
閑
静
な
地
、

園
林

…
…
云

云

と
い
う
通
例
的
な
場
所

(
父
タ

ン
ト

ラ
た

る

『
秘
密
集
会

タ

ン
ト

ラ
』

に
於

い
て
も
然
り

で
あ
る
)

の
中
で
、

殊
に
、

こ
れ

こ
そ
母

タ

ン
ト
ラ
の

宗
教
性

と
も
言
う

べ
き
尸
林

(
s
m
a
s
a)
を
強
調
し

て
掲
げ

る

(
し

か

し
、

後

に
態

々
地

下

一
肘
中
よ
り
、

 
林

の
尸
林
た
る
特
微
と

い
え

る
で
あ

ろ
う
骨

や
炭
を
取

り
除

か
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
点

で
は
や
や
矛
盾

す

る
)
。
い
み

じ

く
も
、

津

田
真

一
先
生
が
御
提
唱
さ
れ
る
如
く
、

当

に

「
尸
林

の
宗
教
」

で
あ

り
、

ま

た
、

へ
ー
ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ
系

サ
ー
ダ

ナ

(
成
就
法
)

に
よ
れ
ば
、

マ
ン
ダ

ラ
の
最
外
周

に
火
炎

(
火
山
)
、
金
剛
、
蓮

華

(
文
献
記
述

は
稀
)

と
共

に
、

金
剛

〔培
〕

の
内
側

に
八
種

の
尸
林

(
諺
聡
詠
日
詠
習
餌
、
樹

・
八
方
守
護
天

・

八
大
竜

王

・
夜

叉

・
雲

・
山

・
塔
を
描
く
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
日
本
宗
教
学

会

・
第

四
十

一
回
学
術
大
会

に
て
発
表
予
定
)
を
観
想
す

る
か
或

は
描
く
所
以

で
も
あ
る
。

さ
て
、
順

次
儀
軌

に
従

っ
て
根
本

と
な
る

マ

ン
ダ

ラ

(
m
u
a
s
l

)
・

大
曼
茶
羅

が
完
成
す

る
と

(
恐
ら
く
伝
統
的
七
日
作
壇
法
)
、
い

よ

い

よ
本
題

た
る
弟

子
灌
頂

が
開
始

さ
れ
る
。

初
め
に

述

べ
た

よ

う

に
、
第

一
番
目

に
は

瓶
、

或
は
阿
閣
梨
灌
頂
が
行
な
わ
れ
る
。
灌

頂

マ
ン
ダ

ラ
は
、
根
本

マ
ツ
ダ

ラ

の
東

門

〔
の
方
向
〕

に
、
水
壇
法

に
よ
り
、

四
角

に
し
て
中

に
八
弁
蓮
華
を
描

き
、

中
央

に
青
黒

の
金
剛
、

東
弁

に
白

い
チ
ャ
ク
ラ
…
…
(

中
略
)
等

の
サ

マ

ヤ
を
描

く

(
S
b
h
i
 
s
e
k
a
v
i

』
(
A
V

)
・
北
京
版

・
五
七
巻

・
N
o
.
 
2
4

2
5
)
。
同
様

に
、
『
H
e
v
a
j
r
a
m
-
l
a
r
 
d
h
i

』
(
H
.
 
K
 
V
)
・

(
北
京
版

・
五
六
巻

・
N
o
.
 
2
3
2
4
、

五
七
巻

・
N
o
.
 
2
4
1
9

)

で

は
、

〔東
〕
門

の
南
方
に
八
弁
蓮
華

を
描
く

(
『
H
・
K
・
V
』

で
は
四
種
灌
頂
す

べ
て
の

こ

の
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灌
頂

マ
ン
ダ

ラ
を
使
用
す

る
。
即
ち
、

根
本

・
大

に
対

し
て

一
つ
の
灌
頂

マ
ン

ダ
ラ

・
小
を
設
け
る
例

は

『
蘇
悉
地
経
』

・

『
陀
羅
尼
集
経
』
等

に
も
み
ら
れ

る
)
。
ま
た
、
瓶

(
阿
閣
梨
)
灌
頂

は
、
文
献

に
よ

れ
ば
、

さ

ら

に
、

水
、
宝

冠
と
布
帯
、

金
剛
、

鈴
、

名
、

曲
刀

と
燭
饅

(
カ
パ
ー
ラ
)

の
六
種

に
細
分
化

さ
れ
、
順

次
五
仏
並

び
に
大
勇
猛

(
H
e
r

)
に
当

て
嵌

め
る

(
H
 
K
 
V)
。

一
方
、
『
a
・
V
』

で
は
第

一
番
目

(瓶
)

を
外
灌
頂

と
し
て

(秘

密
以
下
第
四

灌
頂
ま

で
を
内
灌
頂

と
す
る
)
、
十

一
種

に
細
分

す

る
。

即

ち
、

水
、

宝
冠
、

金
剛
、

鈴
、
名
、

金
剛
戒
、

般
若
幻

(
?
)
、
不

退
転
、

言

説
、

授

記
、

出

息

(
安
息
)

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
名
称
は
、

主
に
使

用
さ
れ
る
持
物

に
由

る
も

の

で
あ

る
が
、

そ
れ
に
相
当
し
な

い
灌

頂

(
名
-

出
息
)
も
、

文
献

に
は
使
用
す

べ
き
持
物

(
例

・
名
で
は
金
剛
と
鈴

)
が
各

々
記
さ
れ

て
い
る
。

紙
面

の
都
合

上
、
各
段
階

の
内
容
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
名
称

の
記
述

が

『
s
a

m
v
a
r
o
d
a

』
(
津

田
真

一
本
)
・
十
八
章

(
(
2
5
)
・
(
2
6

)
)

に
十
種
、

カ

ー

ラ
チ

ャ
ク
ラ
系
た

る

『
s
e
k
o
d
d』
(
北
京
版

・
五
六
巻

・
N
o
.
 
3

)

に

は

七

種
み
ら
れ
る
。

次
に
秘
密
灌
頂
。

灌
頂

マ
ン
ダ

ラ
は
北
方
。

描
写

は
同
様

で
あ

る
が
、
灌
頂

マ
ン
ダ

ラ
の
四
隅

に
棒

を
立
て
、
幕

を
張

っ
て
中
が
見

え
な
い
よ
う
に
遮
断
す

る

(
A
・
V
)
。
こ
こ
で
は
、

阿
闇
梨

は
弟

子
よ
り
般
若

母
た
る
十

六
歳

の
少
女

を
献
納
さ
れ
、
少

女
は

『
H
・
T
』

(
I
-
i
x

)
所
説

の
無
我
明
妃

を
中
尊
と
す

る

計
十

五
女
神
よ
り
構
成
さ
れ
る
v
i
s
u
d
d
h
i

な
る
喩

伽
女
輪

(
y
o
g
i

)

を
加
持
す
る
。

そ
の
後
、

阿
闇
梨

と
無
我

明
妃

た
る
少

女

は
性

的
喩

伽

を
為

し
、
大
楽

・
菩
提

心
を
生
じ
、

そ
れ
を
螺
貝

に
て
取

り
、
弟

子

の

口

中

に
落

す
。

菩
提

心
を
植
え
付
け
る

の
で
あ
る
。

第

三
番
目
は
般
若
智
灌
頂

(
般
若
と
智

の
二
種

に

分
化

さ

れ

る

場
合

も

あ

る
)
。
灌
頂

マ
ン
ダ

ラ
は
南
方
。

弟
子
は
般
若
母
を
阿
闇

梨
よ
り

委

ね

ら

れ
、

結
合

し
、

そ
の
過
程

に
於

い
て
、
『
H
・
T』

(
I
-
i
)
に
於
け
る

四
歓
喜
等

に
従

っ
て
師

よ
り
教
授

さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
四
歓
喜

(
c
a
t
u
r
-
a
n
a
n
d
a

)
は

通
常
、

(
1
)
歓
喜
、

(
2
)
最

上
歓
喜
、

(
3
)
離
歓
喜
、

(
4
)
倶

生
歓

喜
と
さ
れ
る
が
、
『
H
・
K
・

v
』

で
は
、

(
1
)
歓
喜
、

(2)
真
実
喜
、

(
3
)
自
性
喜
、

(
4
)
断
喜

の
名
が
挙
げ

ら

れ

て

い
る
。

さ
ら
に
、

こ
れ
ら
は
身
体
中

の
四
輪

で
は
な
く
、

び
。莚

(
男
性

器
)

の

諸
部
分
に
各

々
対

応
さ
れ
る
。

即
ち
、
歓
喜

は
陰
嚢

か
ら
ボ

ー
ラ
の
根

元
に
達

す
る
間
、

真
実

喜
は

〔
根
元
か
ら
〕

中
央
に
達

す
る
問
、

自
性
喜

は

〔
中
央
か

ら
〕
ボ
ー

ラ
の
先
端
に
達
す
る
と

こ
ろ
と
な
し
、

断
喜

は
そ
の
各

々
の
瞬
聞
に

働
く
も

の
と
し

て
、
四
輪

と
四
歓
喜
が
相
応
す
る
と

い
う
。

そ
し
て
、

性
的
喩

伽

の
成
就

の
結
果
と
し

て
、
今
度

は
弟
子
自
身
が
直
接

カ

ツ
コ
ー

ラ
よ
り
舌

に

て
甘
露
を
取
る

(
二
枚
貝
及
び
螺
貝

で
取
る

こ
と
は
禁

止
)
。
そ

れ

は

正

に
、

般
若
母

の
カ

ッ
コ
ー
ラ
よ
り
智

の
自
性
た

る
菩
提

心
を
取
る

こ
と

で
あ
る
。

最
後
に
第
四
灌
頂

(
『
s
l
f
k

』
で
は
言
葉
)
。
灌

頂

マ
ン
ダ

ラ
は
西
方
。

般
昔
母
を
伴
う
が
性
的
結
合

は
し
な
い
。
弟
子

は
寂
静

の
灌
頂
、

最
勝

の
灌
頂

を
願

う

(
北
京
版

・
五
六
巻

・
N
Q
.
 
2
3
6
6

で

は
最
勝
大
楽

の
究
寛

な

る

も

の
)
。
そ
れ

に

対

し

て
、
師

は

『
国

・
日
』
(
I
I
-
i
i
i
)
所
説

の

「
生
類

を
殺
す

べ
き
で
あ

る
…
…
云

云
。
」

に
等

し

き
s
a
m
a
y
a並

び

に
s
a
m
v

を
与

え
、

そ
れ
が
守

ら
れ
る
時
、

第
四
灌

頂
は
授

け
ら

れ
る
。

そ
れ
は
、

直
接

ラ

マ
の
口

(
言
葉
)

よ
り
知
ら
れ
る

べ
し
と
す
る
。
即

ち
、
言
葉

の
み
に
よ

っ

て
伝
授

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

故
に
、

そ

の
内
容
は
当
然

の

こ
と
な
が
ら
文
献

に

は
明
確

に
さ
れ
な

い
。
し
か

し
、

こ
の
第
四
灌
頂

こ
そ
が
、
最

も
重
要

な
意
義

を
有
す

る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

以
上
の
よ
う
に
、

次
第

に
従

っ
て
、

へ
ー
ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ
灌
頂

は
完
成

し
た
の
で
あ
る
。

(
東
洋
大
学
大
学
院
)

へ
ー
ヴ

ァ
ジ

ュ
ラ
系
儀
軌

に
み
る
灌
頂

(
島

田
)
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